
1.  はじめに

本報告では，著者らが参加した障害者のためのコンピュ

ータ利用に関する国際会議（International Conference on

Computers Helping People with Special Needs 2002：以

下，ICCHP 2002）の主な内容についてテーマ別に紹介す

る。

2.  ICCHP 2002

ICCHPは，障害児・者，高齢者のためのコンピュータ利

用に関する国際会議として，オーストリア及びその周辺国

において隔年で開催されてきた[40 ]。1994年までは

International Conference on Computers for Handicapped

Peopleと称しており，その略称であるICCHPを現在も継続

して用いている。

2002年の第8回会議は，オーストリアのリンツ大学

（Johannes Kepler University Linz）を会場として，リン

ツ大学及びオーストリアコンピュータ学会が中心となっ

て，7月15日から19日まで（20日はポストカンファレンス）

開かれた。最初の2日間は，ヨーロッパにおける著作権な

どをテーマにしたワークショップが延べ8種類開催された。

後半の3日間が会議のメインプログラムで，これは査読を

経た研究論文発表と，主催者が招待した基調講演3演題か

ら構成された。研究論文の応募数は200以上で，そこから

140件の論文が選ばれた。これらは，あらかじめ選ばれた

チェアマンが設定した特定のテーマごとのセッション

（special thematic session: STS）と，それ以外の同様な発

表を集めた一般セッションに振り分けられた。各STS及び

セッションにおいて，フルペーパー発表は25分，ショート

ペーパー発表は15分，ポスター発表は10分，発表及び質疑

応答の時間が与えられた。ポスター発表形式では，口頭発

表に加えて，展示エリアにおけるポスター掲示が可能とな

っており，ポスターは会議期間中参加者の閲覧に供された。

STS及び一般セッションのテーマを見ると，障害者の年

齢的な観点からのテーマは，コンピュータと統合教育，障

害者の日常生活，障害者の職業的統合などであった。障害

種別では視覚障害者関連の発表が多い。この傾向は，感覚

代行シンポジウム[41]，電子情報通信学会福祉情報工学研

究会[42]など日本国内の福祉工学関係研究会と同様である。

具体的なテーマは，盲人による数学・音楽へのアクセス，

点字印刷，視覚障害者の移動とヒューマン・コンピュー

タ・インタラクション，触覚ディスプレイ，ハプティック

及び聴覚インタフェースなどがテーマであった。聴覚障害

者関連ではコンピュータとコミュニケーションが論じられ

た。技術で分類したテーマは，障害者の移動のための技術，

代替拡大コミュニケーション，電子仮想図書館，情報社会

技術へのユニバーサルアクセス，バーチャルリアリティの

応用であった。支援技術の成果向上のための国際協力，障

害者の政治的・法的・個人的側面といった技術中心ではな

いテーマが用意されていた点は興味深い。

基調講演は，Webアクセシビリティ，デジタル録音図書

DAISY，障害者・高齢者の分野における情報社会関連研

究に関する３演題であった。

会議参加国は33ヶ国，事前登録参加者数は275人であっ

た。日本からの参加者は22人で，オーストリア，アメリカ，

ドイツ，イギリスに次いで5番目，フランスと同数の参加

者数であった。
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図1 ICCHP 会場となったリンツ大学の建物
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3.  視覚障害者のHCI

著者の１人渡辺は，視覚障害者のHCIのセッションにお

いて，日本における視覚障害者のWindows利用状況を紹

介した[1 ]。このセッションの第1番目の講演でS.H .

Kurniawanは，視覚障害者がWindows環境で作業する際に

保持している心的モデルについて調べた内容を述べた[2]。

インタビューと観察の結果，視覚障害者は機能的または構

造的モデル，あるいはその組合わせモデルをもっており，

新しいアプリケーションがこのモデルに合わないと学習上

の問題が生じることと，スクリーンリーダはこの心的モデ

ルの要求を満たすよう開発されるべきだと主張した。D.G.

Evansらによる「好みのフォーマット」を生成できるツー

ルは，ワープロの内容を拡大印刷，点字印刷，カセットテ

ープの各形式で出力できるツールを開発したというもので

ある[3]。ツールはVisual Basicで作成されMicrosoft Word

の中で利用可能と，実用的なレベルにあった。また，ワー

プロ作業において視覚障害者が犯しやすいレイアウトエラ

ーについての報告もあった[4]。

現在，視覚障害者用スクリーンリーダはその音声出力に

Microsoft Speech API対応のTTS（Text-To-Speech）エン

ジンを用いる手法が主流である。しかし，TTSエンジンが

まだ開発されていない言語もある。そこで，そのような言

語の音声を，既存の他言語のTTSエンジンを用いて発声さ

せる試みが発表された[5]。その原理は，TTSエンジンを構

成する「テキストから音韻」（Text-to-Phonemes）と「音

韻から音声」（Phoneme-to-Speech）の両ステージのうち

前者に介入し，発声させたい言語（target language）のテ

キストから，本来の言語（base language）のTTSエンジ

ンが出力可能な音韻を生成させるものである（図２）。こ

の手法は当然，base languageにない音韻は出力できない，

韻律はbase languageに規定されるなどの問題を抱える。

それでも，自国のTTSエンジンがなく，かつ早急にスクリ

ーンリーダを使いたいユーザにとっては，安価かつ短期間

で実現できるこの手法は有効かもしれない。実際，クロア

チア語の音声合成システムがないため，視覚障害者のほと

んどがコンピュータを利用できていないという報告が同じ

セッションであった[6]。

4.  音楽へのアクセス

Access Musicは，前述したSTSのひとつであり，音楽に

対するアクセシビリティを主な題材としたものである。セ

ッションが開始されると，まずセッションのチェアマンに

より，日常生活における音楽の重要性が説かれ，近年のコ

ンピュータとソフトウェア技術の発達により，数年前とは

比較にならない程複雑な創作活動が可能になってきたこ

と，にも関わらず障害者にとっては未だ様々な障壁がある

ことなどが述べられた[7]。その後数件の発表があったが，

中でも印象に残ったのは，イタリアのRonch and Blasonに

よる楽譜の認識についての研究である[8]。これは，点字に

対するいわゆる墨字で書かれた譜面を，視覚障害者が直接

読めないことによる不便を解消する目的で進められてお

り，画像処理による特徴抽出が主な内容であった。楽譜は

比較的パターン化された表記であり，このような認識技術

の対象としてはうってつけだと思われるのだが，それでも

エラー率が約1%と記されており，良好とは言えない。ス

クリーンリーダやOCR技術の発達により，活字媒体の音声

化が比較的良好に行われている現在でも，まだまだ視覚障

害者にとって必要であるのに提示できない情報があること

を再認識させられた。

一方，オランダの視覚障害者用図書館のメンバーらは，

楽譜情報を音声化して伝える試みを報告していた[9]。これ

は点字による楽譜を読めない視覚障害者が多いことがその

背景にあり，前述の楽譜認識同様，楽譜情報を広く視覚障

害者に提供しようという活動である。その他には，視覚障

害限定ではないがMIDIソフトを簡便にアクセスする提案

[10]，弱視演奏者のために音階を眼鏡型ハードウェアに仕

込んだLEDにより提示するシステム[11]，といった発表が

あり，図らずも視覚障害を対象とした発表が大半を占めた。

これは逆に言えば，視覚障害者にとって音楽に対する障壁

が基本的な情報提供のレベルで存在することを示している

とも考えられる。一般的に，視覚障害のある著名な音楽家

がいるために，視覚障害と音楽は相性がよいと思われがち

だが，実際のところ，そうでもないということは，意外性

があるのではなかろうか。恥ずかしながら不勉強なため，

このジャンルにおける我が国の状況には詳しくはないのだ

が，MIDIシーケンサソフトなどの音声化状況は悪いと聞

くことがある。障害者による音楽などのエンターテイメン

ト・文化活動分野は，国内でも今後注目していくべきジャ

ンルであると思われる。
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5.  視覚障害者の移動

Blind & Visually Impaired People - Mobility & HCI の

セッションでは，GPSナビゲーションや音による図形認識

等の発表があった。このセッションで最も印象に残ったの

は，フランスのBellik and Farcyが発表したレーザ計測器

を用いた歩行補助装置"Teletact"である[12]。これはレーザ

測距器で得られた距離情報を，音階・指にあてた振動装

置・スライダを用いたフォースフィードバックのそれぞれ

のインタフェースで使用者に与える手持ち型のデバイス

で，それらのインタフェースを比較検討していた。比較の

結果，特に明確な結論は出しておらず，また，手法自体は

さほど驚くべき組み合わせではないのだが，現在までに

100人規模で使用者を確保しており，プロジェクトとして

実用化の域に達していることは注目に値する。プレゼンテ

ーションに用いられたビデオでは，白杖と当該デバイスを

併用し，都会の人混みを戸惑いなく歩く被験者の様子が映

し出されていたことも添えておこう。

国内においても，同様の歩行補助デバイスの研究発表は

多々見受けられる。しかし残念ながら該当する障害者によ

るテストすら行われないものも多く，工学系学生による安

易な装置製作といった印象がぬぐえず，ユーザのニーズを

的確に反映していない発表もまま見受けられる。もちろん，

デバイス開発は，必ずしも実用化を念頭に置く必要がある

わけではなく，新たな視点で研究を展開することは重要で

ある。しかし少なくとも開発デバイスのユーザが明確に設

定されている以上，そのニーズを探って研究を進めるとい

った姿勢は欲しいと思われる。海外における障害補償シス

テムの開発事例を見ると，障害者サポート機関と工学系の

技術がうまく結びついたものが多く，組織間の連携のうま

さが感じられる。逆に国内の事例では，技術をもてあまし

ているように思えることが多い。月並みではあるが，ニー

ズとシーズを結びつけるより一層の努力が望まれる。

6.  視覚障害者への図形情報提示

Blind People - Tactile Graphics, Displays and HCIという

セッションでは，著者の1人小林がポインティング装置を

備えた触覚ディスプレイについて発表した[13]。他にも国

内からの触覚ディスプレイについての発表やオーストリア

から点字プリンタによる図形描画についての発表などが行

なわれたが，異彩を放っていたのはイギリスのTeDUBと

いうプロジェクトについての発表であった[14]。これは回

路図や建築計画図といった構造的な図を図形の状態でクラ

ス分けし，その説明文を自動生成するシステムを作るプロ

ジェクトである。また，アメリカのAult et alは，Webア

クセシビリティガイドラインとして，統計グラフの説明文

について述べていた[15]。各軸の単位，刻みからグラフの

傾きや長さといった情報を事細かに説明するテキスト情報

をページに埋め込むというその手法により，視覚障害者の

グラフ理解は格段に良くなったと報告されている。このセ

ッションで扱われている「視覚障害者への図形情報提示」

は，古くから研究されているテーマであり，触覚や聴覚を

用いてなんとか理解させようと様々な研究者が試み続けて

いるわけであるが，国内からは高価なハイテク機器である

触覚ディスプレイを用いた発表がなされ，欧州諸国からは

それらの機器を避けて図形を音声化・文字情報化する試み

が報告されていることは興味深い。

一般的に欧州諸国で用いられるalphabetical languageの

場合，64個の点字と墨字が1対1で対応する。つまり，図形

を含まない墨字情報は，フォントや色を別にすれば，晴眼

者が得る情報とほぼ同質になる。それに対して日本を含む

漢字使用圏ではそうではなく，点字と墨字の情報の違いは

著しい。この基本的な言語仕様の違いが，欧州に文字情報

化の傾向を生み出している，という考察は少々短絡的すぎ

るかもしれない。しかし，コンピュータを利用した文字入

出力作業において，視覚障害者に必要とされる労力の違い

が存在するのは事実である。文字入力において，アジア語

圏にIMEのような機構が存在することは，欧州諸国のユー

ザ及び研究者にはあまり意識されていないのではなかろう

か。Unicodeに関する問題のように，コンピュータによる

視覚障害補償も欧州主導で行なわれると，アジア圏の視覚

障害者にとって使いにくい仕様が標準化される恐れがあ

る。国内の視覚障害補償に関する研究者は，機会があれば

積極的に言語仕様の違いをアピールしてもらいたいと思

う。
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図3 レーザ測距器“Teletact”（文献[12]より）



7.  聴覚障害関連の発表

従来よりICCHPでは，視覚障害関連の発表数に比較し，

聴覚障害関連の発表は少なかったが，今回の発表件数はわ

ずかに5件であった。その内訳は，著者ら筑波技術短期大

学の2件（Minagawa et al[16], Nishioka[17]），Bauerら

[ 1 8 ] , [ 1 9 ]のグループより2件，そして岩手県立大学

（Oliveira et al[20]）より1件であり，国際会議でありなが

ら非常に幅の狭いものとなってしまったことは残念であ

る。

発表内容別に見てみると，音声関連（無声音の補償）2

件[18],[19], 手話関連（外国人のための日本手話の学習[20]，

遠隔地手話通訳[16]）2件, 文字関連（HMD による字幕提

示[17] ) 1件であった。

ちなみに，2年前にウィーンで開催されたICCHP2000の

発表内容は，手話通信関連1件，文字通信関連3件，音声認

識・発話支援関連2件，文章作成支援1件，インターネット

関連1件，マルチメディア関連2件であった。

これらを比較してみると，わずか2年の間にインターネ

ットの家庭への急速な普及，高速ネットワーク環境の充実

などにより，通信関係の技術的・社会的課題が解消し，研

究課題として成立しなくなったという背景を見ることがで

きる。

8.  聴覚に障害のある参加者のための情報保障環境

聴覚障害関連の発表が行われた会場では，座席の前半分

が補聴器使用者のためにあらかじめ確保されており，そこ

を取り囲む形で磁気ループが設置されていた（図４）。ま

た，この発表会場のほか，開会式，閉会式，レセプション

等では，アメリカ手話（国際会議では公式的に用いられて

いる）による手話通訳が行われていた（図５）。このよう

に十分な支援体制があったにもかかわらず，実際に会議に

参加した聴覚障害者が１名だけだったことは残念である。

ICCHPでは，多くの視覚障害者が「普通に」参加し，「普

通に」発表している様子を見ると，もっと多くの聴覚障害

者が「普通に」参加・発表するような場となっていくこと

を期待する。

9.  バーチャルリアリティ

STSのひとつとしてバーチャルリアリティ（Virtual

Reality : VR）が取り上げられており，この中では主にVR

による知的障害者の学習支援についての報告がなされてい

た。

Shopland et alは，学習障害者に対する実社会における

移動技術（信号の待ち方から経路プランニングまで）の学

習にVRを用いるシステムについて報告している[21]。利用

者が得た知識がシステム内世界にとどまることのないよう

に，実世界の写真を大量に用いて十分なリアリティをもつ

ように仮想世界が構築されている。Alcantud et alは，自

閉症児童に欠けている「ごっこ遊び」の能力を育成するた

めにVRを利用することを提案している[22]。ある物体が他

の物体であるかのような振舞いをする様子を仮想世界の中

で実現して見せるというものである。

知的障害者がVR空間内での移動を指示する際のデバイ

スについて検討を行ったのは Standen et alである[23]。知

的障害者は運動障害を併せもつことが多いことから，3次

元マウスやタッチパネルよりも2次元ジョイスティックが

適当と述べている。

この他に，VRというよりはいわゆるエデュテインメン

トソフトについての報告が2件あった。Brown et alの学習

意欲の低い若者に対する数量感覚／リテラシーの向上を目

指したもの[24]と，Battersby et alによる仮想ガーデニン
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図5 聴覚障害者関係セッションの様子。
スクリーン右下にいるのが手話通訳者。

図4 補聴器用ループが設置された座席



グを用いて学習障害者の社会参加を促進するもの[25]であ

る。

このSTSとは別に，視覚障害者向けのVRについて扱う

セッションもあった。この中でMurphy et alは，計算機や

DSPの能力の増大に伴い3次元音響の生成が容易になった

ことを踏まえ，より高精度の音響の定位が可能になる今後

は，頭部伝達関数や頭部位置検出の精度の向上・再生コス

トが低い仮想音響空間の記述方法などが重要になると指摘

している[26]。Krueger and Gildenは，KnowWareなるシ

ステムについて，地図の認識に関してレーズライタとの比

較を行った[27]。KnowWareは天井に設置したカメラでユ

ーザの指の動きを検出するバーチャルマップである。ユー

ザへのフィードバックは合成音声や信号音を用いている。

10.  コンピュータと統合教育

コンピュータと統合教育もSTSのひとつである。これに

関する講演の数は多く，チェアマンによるイントロダクシ

ョンを含めて14件の発表があった。チェアマンである

Feyererがそれらを分類し，概要を紹介している[28]。

Feyererは最初に，コンピュータと情報技術の活用が，統

合教育を進める上で大きな役割を果たしていることから，

これらの技術を教員に教え込む訓練の重要性を説いてい

る。

Watkins and Weberは， ICT（ Information and

Communication Technology：情報通信技術）の活用はヨ

ーロッパにおいて政治的議題となっているにも関わらず，

特殊教育におけるICTの活用について情報が少ないことを

述べ，この問題を追求するためヨーロッパの17ヶ国を対象

とした調査を実施した[29]。その結果から，政策策定にお

いては，ICTの活用のための基本的かつ特殊な訓練を教員

に施すこと，すべての児童・生徒に対して適切なソフトウ

ェアとハードウェアを準備すること，研究開発を促進する

こと，情報や経験を共有し，特別なニーズをもった教育に

おけるICTの有効性を広く教育界に知らしめること，が示

唆されたとしている。

Prazak and Niehausが紹介した“Step by Step 3”とい

うソフトウェアは，認知発達において特別なニーズのある

子供や肢体不自由のある子供に適している[30]。Pieperは

Microsoft Wordといった標準のアプリケーションを学習障

害のある子供に教える特別な教育プログラムを紹介した

[31]。Vickie Projectは，視覚に障害のある児童・生徒の統

合教育を推進することを目的としている[32]。Vickieとは，

Visually Impaired Children Kit for Inclusive Educationの

略である。

Mohamad et alのTAPA（Training with Animated

Pedagogical Agents）は，Webベースで動くコンピュータ

画面上のエージェントで，障害のある子供の訓練をおもし

ろいものにしようという試みである[33]。“Addizionario”

は，子供の言語学習用に開発されたソフトウェアである。

肢体不自由と認知障害にリンクした学習障害のある子供に

有効で，イタリアの多くの学校で使われているとしている

[34]。

Greve and Weberの発表は，障害のある人も情報社会に

統合できることを目的とした，IST（Information Society

Techno l o g i e s：情報社会技術）とSEN（Spec i a l

Educational Needs：特別な教育的ニーズ）とのギャップ

を埋めるためのプラットフォーム作りについて述べた[35]。

大学においてe-learningが進む中，e-learningのアクセシビ

リティについて検討したのはCoorobsである[36]。多くのe-

learningシステムはWebベースであり，これをアクセシブ

ルにするには技術だけでなく，システムに精通した人間の

深い関与が必要であると説いている。

この章の冒頭でも述べたとおり，特別なニーズに応じて

適切かつ最新のICTやAT（Assistive Technology：支援技

術）を用いられるようにするためには，教員の訓練が重要

である。Feyerer et al[37]，Wohlhart[38]は，SOKRATES

ERASMUS project INTEGER，EUMIE，ODL : Inclusive

の3種類の教員訓練プロジェクトを紹介している。EUN

Virtual Schoolは，特別なニーズをもった教育に携わる教

員の知識と経験を，オンラインシステムを使って共有する

ものである[39]。

11.  リンツ大学の障害者対応

ICCHP 2002が開催されたリンツ大学は，一般大学への

障害者の受け入れを先導的に進めてきた。大学内には，視

覚障害のある学生を支援するための部門もある[43]。視覚
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に障害のある学生は多く，31人在籍している（2001年12月

に確認。以下同じ）。視覚障害以外では，聴覚障害のある

学生が4人，移動に困難を伴う学生が2人在籍している。こ

のため大学建物内の階段には車いすが昇降可能な装置が設

置されている。

12.  まとめ

ICCHP 2002において，著者らが興味をもった発表を中

心に紹介した。この会議について，Webから情報を収集で

きる[44]。会議の予稿集（8th International Conference,

ICCHP 2002, Linz, Austria, July 2002 Proceedings）は，K.

Miesenberger, J. Klaus, W. Zagler（Eds.）ICCHP 2002,

LNCS 2398, Springer-Verlag, Berlin Heidelberg, 2002とし

て出版されているので，詳しく知りたい方には書籍の購入

を勧める。本稿が，日本における福祉情報工学分野の研究

を方向付ける資料の1つとして役立てば幸いである。

初出と執筆担当

本稿は，電子情報通信学会福祉情報工学研究会において

発表したもの[45]に，10章を加筆して構成した。執筆は，

1・2・3・10・11・12章を渡辺，4・5・6章を小林，7・8章

を皆川，8章の一部と9章を西岡が担当し，渡辺がとりまと

めた。
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The International Conference on Computers Helping

People with Special Needs 2002 was held at Linz

University, Austria from July 15 to 20, 2002. 275 people

from 33 countries participated this conference. 140

reviewed papers were discussed in each special thematic

sessions, STSs, and other ordinary sessions. In this report

we introduce several presentations that we found

interesting in the sessions we attended.

（Department of Educational and Information Technology）,

（Department of Computer Science, Tsukuba College of Technology）,

（Department of Information Science, 

Tsukuba College of Technology）
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